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１．短時間の集中豪雨によるアンダーパスの冠水事故防止対策について 

 近年、線状降水帯や局地的な集中豪雨が全国各地で頻発し、道路冠水や内

水氾濫による被害が深刻化している。 

 令和８年８月13日に発生した千葉豪雨では、短時間に記録的な雨が降り、

広範囲で住宅や道路が浸水した。アンダーパスに進入した車両が水没し、車

内から脱出できずに死亡する事故も発生している。その後も、福井県、福島

県、青森県などで記録的な大雨による浸水被害が相次いだ。福島県いわき市

では、冠水したアンダーパスに車両２台が進入し、うち１台に乗っていた女

性が死亡する事故が発生した。冠水した先行車両が水面下に隠れ、後続車か

らは危険な状況を確認できなかったとされている。 

 アンダーパスは周辺の地面より低く、雨水が集中しやすい構造となってい

る。排水ポンプが設置されていても、降雨量が排水能力を上回った場合や、

排水口の詰まり、停電、設備故障などが発生した場合には、急速に水位が上

昇する危険がある。また、電光表示板や回転灯による警告を行っても、激し

い雨による視界不良や運転者の見落としによって、車両の進入を完全に防ぐ

ことは難しい。通報を受けてから職員が現場へ向かい、バリケードを設置す

る方式では、短時間の集中豪雨の際に通行止めが間に合わない可能性も指摘

されている。 

 富士市内の冠水想定箇所として、国土交通省は静岡県が管理する加島地下

道及び市が管理する柏原地下道を公表している。しかし、公表されている箇

所以外にも、道路や鉄道をくぐるアンダーパス、地下道、周囲より低い道路

が存在する。線状降水帯による短時間の集中豪雨では、複数箇所の道路冠水

が同時に発生する可能性がある。深夜や休日においても、職員や警察が現場

に到着する前に、車両の進入を確実に防止できる仕組みが必要である。 

 市民の生命を守るためには、排水施設の整備だけでなく、危険箇所の把握、

予防的な通行規制、水位の遠隔監視、警告設備及び自動遮断設備を組み合わ

せた多重的な対策が必要であると考えることから、以下質問する。 

(1) 本市にあるアンダーパスについて、市は全体を把握しているか。国、県

などが管理する施設も含めた箇所数、管理者及び冠水履歴を伺う。 

(2) 市内のアンダーパスについて、排水ポンプの能力、非常用電源の有無、

水位センサー、監視カメラ、電光表示板、回転灯及び遮断設備の設置状況

を調査しているか。 

(3) 国土交通省や浜松市の取組を参考に、実際に冠水してから通行止めを行

うのではなく、線状降水帯の発生情報、気象警報、予測される時間雨量な

どに基づき、冠水する前に道路を閉鎖する予防的な事前通行規制を導入す

る考えはあるか。 

(4) 電光表示板や回転灯による警告だけでは、車両の進入を完全に防ぐこと

は困難である。加島地下道、柏原地下道をはじめ、冠水リスクの高い箇所

に、水位センサーと連動して自動的に作動する遮断機やエアー遮断機など、

車両の進入を物理的に防止する設備を導入する考えはあるか。 

(5) 市民が平常時から危険箇所を確認できるよう、市内のアンダーパス、地

下道及び道路の冠水危険箇所を地図上で公開するとともに、大雨時におけ

る通行止めの状況を、市ウェブサイト、防災アプリ、ＳＮＳなどでリアル

タイムに発信する考えはあるか。 

 


